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8月24日（土）

8月25日（日）

「若狭の海湖調査隊」結成式
オリエンテーション

三方五湖の生態を調査

 9：30

送迎バス（JR福井駅発 ※JR敦賀駅経由予定）にて
　　　       　　　　　「福井県里山里海湖研究所」到着

〜

若狭湾と三方五湖の生き物調査13：30

福井県海浜自然センターに移動し昼食

宿泊場所（若狭町みさき漁村体験施設「みさきち」）に移動し夕食

〜 レインボーライン山頂公園から
      三方五湖・若狭湾を観察体験

漁師さんに魚の話を聞く19：00
〜

う み

う み

入浴～就寝

う み大敷網漁水揚げ見学（若狭町神子漁港） 7：00
〜

「みさきち」に戻り朝食

送迎バスにて「みさきち」出発（JR福井駅行き）

体験レポートまとめ

「若狭の海湖の恵み丼」ワークショップ～調理

 8：45
〜

みんなの「若狭の海湖の恵み丼」 を決めよう！

「若狭の海湖調査隊」解散式14：30
〜

う み

う み

昼食を兼ねて
みんなで丼を食べます

み こ

スケジュールスケジュール



三方五湖の
生態を調査

『 淡水・汽水・海水の生態調査

MEMO

』

その1

講 義 「三方五湖の淡水・汽水・海水の違いとつながり」

講 師 里山里海湖研究所　高橋 繁応 氏

三方五湖がどうしてできたか

なぜ淡水・汽水・海水と分かれているのか

湖がどうつながっているのか

汽水の塩分濃度の違い

三方五湖がどうしてできたか

ポイント



三方五湖の
生態を調査

『 三方湖（淡水）ウオッチングと湖畔散策

MEMO

』

その2

自然観察棟と湖畔から見える生き物はなんだろう？

ヒシ、野鳥、イトトンボ

ポイント

いきもの
ヒント！

講 師 里山里海湖研究所　高橋 繁応 氏



三方五湖の
生態を調査

『 久々子湖（汽水）の生きもの調査

MEMO

』

その3

生きものはどういうところに多くいるのか？

なぜ、こんなに多種類の生きものが住めるのか？

ポイント

キタノメダカ、ウキゴリ、アシシロハゼ、
マハゼ、シマイサキ、スズキ、ドジョウ、ドンコ、
スジエビ、テナガエビ、クロベンケイガニ

魚類：

シジミ貝： ヤゴ（トンボの幼虫）昆虫：

いきもの
ヒント！

講 師 里山里海湖研究所ふるさと研究員　小嶋 明男 氏 ・ 武田 真澄美 氏



若狭湾と三方五湖の
生物調査

『淡水・汽水・海水の生物を学ぶ

MEMO

』

その1

講 義 「若狭の海湖（若狭湾・三方五湖）の生き物や環境について」

講 師 福井県海浜自然センター　小嶋 結 氏

海湖を守り豊かにする取り組みって何？

館内の展示を見て、それぞれ若狭湾の生きもの、
三方五湖の生きもの違い、環境の違いを見てみよう！

ポイント



若狭湾と三方五湖の
生物調査

『若狭湾（海水）の磯の生き物の観察体験

MEMO

』

その2

講 師 氏

巻貝、ヤドカリ、ムラサキウニ、カニ、イトマキヒトデ、
ナベカ、ヘビギンポ、海藻等

いきもの
ヒント！



レインボー体験

『 海水、汽水、淡水を山頂から体験

MEMO

』

レインボーライン山頂公園から、
実際の三方五湖、若狭湾をみて違いを探そう

ポイント



漁師さんに
お話をききます

『漁師の目から見た汽水・淡水・海水の魚の違い

MEMO

』
講 師 若狭町地元漁師グループ

会 場 みさきち1F集会場



大敷網漁
水揚げ見学

『 海水の魚種を学ぶ

MEMO

』

どういう作業をしているのだろう？

ポイント

どんな魚が獲れているのだろう？

講 師 若狭町地元漁師グループ

会 場 みさきち1F集会場



若狭の海湖の恵み丼制作
「若狭の海湖の恵み丼」ワークショップ

MEMO

会 場 みさきち1F集会場

講 師 青池調理師専門学校 調理師科 学科長　松坂 隆寛 氏



～ 素材と調味料と調理方法のポイント ～

素 材

調味料

調理方法

若狭の海湖の恵み丼制作



～ 調理ノート ～

【例】 素 材 調味料 調理法

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

昆布 醤油 煮る

若狭の海湖の恵み丼制作



～ 盛り付け ～

自分が作った丼にタイトルをつけよう！

盛り付けの絵を描いてみよう！

若狭の海湖の恵み丼制作



若狭の海湖の恵み丼制作
～ 感 想 ～

赤チーム

青チーム

黄色チーム

緑チーム

それぞれのチームの良かったところを書こう！



調査レポート

2日間で新発見した事は何だろう？

もっと知りたい！と思ったことは何だろう？

誰かに伝えたい!と思うことは何だろう？

ポイント

提出用

名 前




